
平成29年11月10日(毎月10日発行)

─ １ ─

45回東京モーターショー2017」が10月27日～
11月5日までの10日間、東京・江東区の東京

ビッグサイトで開催された。初日の27日には、東京
モーターショー総裁の瑶子女王殿下のご臨席の下、
開会式が行われ、主催者を代表し日本自動車工業会
会長代行の豊田章男副会長が挨拶し、「自動車各社
は、日本のみならずグローバルに切磋琢磨しており、
非常に高いレベルの技術による競争を通じて自動車
は進化しております。また、進化にとどまらず、自
動運転、電動化、コネクテッドといった最新技術の
融合により、未来のモビリティがさまざまな方向に

拡張・発展していく世界もご覧いただきたい。こう
した思いを込め、開催いたします」と述べた。
　この後、八郷隆弘副会長が開会宣言をし、瑶子女
王殿下のテープカット＝写真＝で開幕した。ショー
には、世界10カ国から153の出展者が参加。クルマ
やバイクの魅力、楽しさ、技術の素晴らしさを世界
に向けて披露したほか、モビリティの未来も提案す
るなどして、10日間で約80万人の来場者を魅了した。
今回は、来場者の4人に1人（前回17.7％）が女性で、
15歳～39歳までが51.3％（同42.2％）と半数を占め、
女性と若者が顕著に増加したショーとなった。
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（主な記事はホームページ＝http://www.aba-j.or.jp＝にも掲載しています）
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▪第２回保険委員会開催
▪第241回会員研修会開催
▪交通安全ポスター原画コンテスト表彰式開催
▪11/18、11/19に「交通安全。アクション2017 お台場」開催

♢ ♢ 主 な 内 容 ♢ ♢
▪フォーラムが税負担軽減を訴える「街頭活動」を全国展開
▪九都県市が一斉にディーゼル車を集中検査［東京都］
▪「自動車なんでも無料相談所」を開設［愛知県］
▪「とやま環境フェア2017」へ参加出展［富山県］
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来場者の４人に１人が女性、若者も増加

「第45回東京モーターショー2017」開催「第45回東京モーターショー2017」開催「第45回東京モーターショー2017」開催

世界10カ国・153の出展者が約80万人の来場者を魅了
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自賠責積立金からの
繰入金返済に関する折衝について確認

議事を進行する秋田委員長（奥のテーブル左から２人目）。秋田委員長の右隣が小林参事官

依然微増傾向が続き、介護料受給資格者数について
は平成28年度までの５年間、毎年約4,600人存在し
ている状況であり、高いレベルで推移している。
　豊かで利便性の高いクルマ社会が実現する一方で
自動車事故による悲惨な事故が生じており、その被
害者を救済する分野にも世論の焦点がもっと当てら
れるべきであり、国土交通省と皆さまとで連携して
事故防止対策および被害者救済対策推進についての
一層の社会的理解を得るよう努力していきたい。
　国土交通省では従来から被害者救済対策として、
自動車事故による遷延性意識障害者に対し、適切な
治療および看護を行う専門病院である療護センター
（宮城県、千葉県、岐阜県および岡山県）並びに療
護施設機能委託病床（北海道、神奈川県、大阪府お
よび福岡県）の運営等により、重度後遺障害者の専
門的治療、介護の機会の拡充を図っている。また、
重度後遺障害によって常時または随時介護を要する
被害者に対しては介護料の支給を行っており、さら
に、在宅介護者に対し短期入院（入所）費用の一部
助成等も行っている。
　平成30年度予算概算要求では、さらなる被害者救
済を進めるため、前述の療護センターおよび療護施
設機能委託病床だけではカバーできていない空白地
域を解消するため、地方を中心とした小規模な委託
病床の展開を新規に予算要求した。また、自動車事
故被害者の日常生活支援策として、バス・タクシー

審議に先立ち、国土交通省自動車局の小林参事官が状況説明

第２回 保険委員会開催 

本自動車会議所は10月18日、東京・港区の日
本自動車会館「くるまプラザ」会議室で、平

成29年度第2回保険委員会（委員長＝秋田進・日本
通運取締役常務執行役員）を開催した。当委員会は、
懸案である自賠責積立金からの一般会計繰入金返済
に係る折衝が佳境に入ることから、国土交通省より
状況に関する説明をうかがうとともに今後の対応な
どを審議するため開かれたもの。
　まず、国土交通省自動車局保障制度参事官室参事
官の小林豊氏から、自賠制度における被害者救済充
実の方向と自賠責積立金のあり方について説明を受
けた。続いて、事務局より関連スケジュールなどを
説明、一般会計繰入金の繰り戻しについての対応方
針や今後の進め方について審議を行った。
１．小林参事官説明概要
＜自賠制度に関する最近の状況＞
　近年の交通事故状況についてみると、平成28年中
の交通事故死者数は3,904人で前年比－7.2％である
のに対し、重傷者数は３万7,356人で前年比－4.1％
と減少率に差があることに留意する必要があり、今
後とも、一層の事故防止対策および被害者救済対策
を充実させていかねばならない。
　また、重度後遺障害者数と介護料受給資格者数の
推移をみると、重度後遺障害者数は平成23年度に
2,000人を切ったものの、平成26年度1,783人（前年
度比＋62人）、27年度1,796人（前年度比＋13人）と

日
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事業者等の利用者利便向上のための車両
購入補助等について新しく予算要求し
た。さらに、人工多能性幹細胞（iPS細胞）
の活用の可能性について調査を行いたい
と考えている。
　こうした被害者救済施策や事故防止対
策を安定的・継続的に進めていくため、
是非とも一般会計繰入金の繰り戻しを、
返済期限である平成30年度末までに実現
させるよう財務省に強く要求していく所
存である。
２．審議
　続いて、事務局より関連スケジュール
および９月４日に行われた「自動車損害
賠償保障制度を考える会」の概要＝要望
および要望者名参照＝を説明。
　出席委員から「平成30年度予算案で繰
り戻しを実現させなければならない。覚
書が書き換えられ返済期限が先送りされ
ることは許されない」などと本年が繰り
戻しに向けた交渉の山場であることを踏
まえた意見が出された。
　秋田委員長は「平成15年度を最後に財
務省から１円も返済がなされていない。
今回が４度目の期限で、壁は厚いが、何
としても風穴を開け、次年度以降につな
がる足がかりとするため、要望・理解活
動を強力に進める」と述べ、今後とも必
要に応じ状況報告することを委員に説明
し、委員会は終了した。
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られて全ての情報を認識することができない。視力
検査では、「中心視野の視力」は1.2でも、その視力
の高い領域は１つか２つの文字の分くらいしかな
い。中心窩から10°くらい離れた位置になると0.1く
らいの視力になってしまい、周辺部の分解能（対象
を識別できる能力）は一般的に悪い。（図１）
　運転席からの視野をイメージした、クリアに写っ
ている画像と周辺がぼやけている画像を提示しどち
らが実際に近いか答えてもらうと、「クリアの方」
という人が多いが、実際の視野は周辺がぼやけてい
る方であり、脳の働きで周りがハッキリ見えている
と思い込んでいる。視覚機能が交通事故に与える影
響については賛否が分かれているが、危険対象への

本自動車会議所は10月11日、東京・港区の日
本自動車会館「くるまプラザ」会議室で第

241回会員研修会を開催し、北里大学医療衛生学部
リハビリテーション学科視覚機能療法学専攻 川守
田拓志准教授が「眼から考える交通安全～高齢者事
故の健康起因」と題して講演した。参加者は約65名。

【講演要旨】

Ⅰ．眼球や視覚機能の加齢変化

　視覚機能療法学専攻であったため、白内障や緑内
障の患者さんから運転に対する不安や訴えが多く、
視覚と運転との関係性に興味があった。
　これまで「学術研究」の分野で活動をしてきたが、
これからは「社会活動」の分野に少しウエ
イトをかけて活動していきたいと考えてい
る。実は交通の場面では、視ている（見え
ている）と思い込んでいる状況が多く、事
故原因について眼からの情報に起因するも
のがかなりあると考えている。人が受ける
情報の約90％（視覚87％、聴覚７％、臭覚
３％、触覚２％、味覚１％）は視覚であり、
無意識下で毎秒400億個の情報を受け取る
といわれているが、瞬間的に40個の情報を
意識し、一度に記憶できる情報は、７±２
個である。つまり、人はすべての情報を処
理できず、人の眼は情報を選択していると
いうことになる。
　注目すべき事象があると、それに気を取

眼から考える交通安全　～高齢者事故の健康起因

北里大学医療衛生学部准教授　川守田拓志氏が講演

日

第241回 会員研修会開催 
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とも起きる。これは、水晶体がたんぱく質であり、
加齢とともに硬化して焦点が合わせにくくなるため
に起こる。
　その他、光の感度低下や暗順応という暗さになれ
るための時間も延長してくる。車のシーンだと、ト
ンネルやオフィスから外に出てすぐに運転した際
に、慣れるまでの時間などに影響を与えていると思
われる。視野についても、加齢によりまぶたが下が
り、上方視野が制限されやすくなる。個人差はある
が20度くらいまで低下してしまう人がおり、こうし
た場合には信号の見落としなどに影響を及ぼしてい
る可能性がある。
　その他、高齢者の視覚と運転に関して、以下のよ
うな海外報告がある。
・高速道路での運転能力の低下
・ナビなど複数のタスクを行うことにより、運転能

力が低下しやすい
・垂直方向の注意が低下しており、赤信号を無視し

やすい
・黒い服を着た歩行者の認識が極端に低下

Ⅱ．視機能低下と交通事故の関係性

　交通事故原因の約95％は人（ヒューマンエラー）
と言われているが、それは様々な因子が絡み合い、
一部視機能も影響を与えていると考えられる。視機
能の低下が交通事故の増加に寄与しているかについ
ては賛否両論で、「視力は事故と関係がない」、「弱
い相関がある」、「影響が大きい」との主張がそれぞ

れ存在する。いずれにしても間接的に寄与して
いる可能性はあり、視機能の影響は一定数存在
すると考えている。また、海外の報告では、白
内障の交通事故リスクは、2.5倍といわれてい
る。日本でも現在調査中である。加齢白内障は、
60歳で約７割、80歳以上でほぼ100％とけた外れ
に多いことから、高齢化社会においては大きな
問題になりえる。（図３）
　白内障患者では、速度の増加に伴い動体視力
が急激に減少する。また、水晶体のたんぱく質
が凝集し屈折率が上昇するために散乱が起き、
光がまぶしく感じるなど運転に重大な支障がで
る。
　白内障擬似体験ゴーグルを装着してドライビ
ングシミュレーターで実験したところ、明らか

認知の遅れなどが間接的に関与している可能性もあ
ると考えている。
　近年、高齢者が関係する交通死亡事故の割合は増
加の一途をたどっているが、高齢者の視覚低下の原
因には、眼球光学系の原因と神経系の原因がある。
高齢者については夕方の道路横断時、時刻は18時台
の事故が多く（交通事故総合分析センター調べ）、
視認性の低下が原因と考えられる。明所視に比べ薄
暮視は、視機能が低下するが、コントラストの高い
視標よりもコントラストの低い視標はさらに大きく
低下する。（図２）
　また夕方では、光を取り込もうとして瞳が大きく
なる。人の眼は収差といって、光が一点に結像しな
い現象が発生するので、瞳が大きくなっている際
は、ぼやけてしまう。眼の奥に映る像を、生体眼の
計測情報を使ってコンピュータシミュレーションす
ると、昼間に比べて夕方では網膜像の質が低下して
いることがわかる。他にも夕方には、動体視力、立
体視、色覚も低下する。しかしながら、人の脳は「夕
方も見えている」と思い込むように徐々に順応して
いくため気が付かない。
　また眼球の屈折度数も高齢者では変化しやすいこ
とも問題である。ちなみに、赤ちゃんは遠視で生ま
れてきて、成長とともに近視方向に度数が変化し、
20－40歳は安定期、40歳以降は不安定になっていく。
動体視力についても、静止視力がしっかりないと動
体視力も低くなることがわかっている。さらに高齢
者では、老視により近くが見えにくくなるというこ
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外の報告では、緑内障の交通事故リスクは6.6倍と
報告されており、こちらも重要な問題である。周辺
視野の欠損は脳が情報を補完するので見えていると
錯覚してしまい、これも事故を増やしている要因の
１つとして考えられる。

Ⅲ．眼から考える高齢運転者の健康起因事故対策

　以上のことから考えられる対策を述べると、まず
疾患に関しては、眼科など医療施設での対応になり、
具体的には緑内障であれば早期発見、白内障であれ
ば眼鏡がずれていないか、視機能は保たれているか、
などのチェックが必要である。
　また高齢者の事故対策に関して、先進技術で視覚
をサポートすることも考えられる。先端研究領域で
は人の視覚はすでにカメラに負けてしまっており、
視覚の観点では最終的には自動運転への流れも妥当
なものと思われる。
　しかし普及にはまだ時間がかかることが想定され
るため、まずはすぐにできる対策を行うこと、具体
的には車のヘッドライトの早期点灯、反射材の活用
が重要である。日没30分前のヘッドライト点灯、反
射材の効果は科学的に確認されており、一般の方に
理解をしていただくということが重要である。
　高齢者は視覚機能が低下するが、加齢とともに知
能は上昇するといわれている。
・結晶性知能：学校で受けた教育や、仕事・社会生

活の中で得た経験に基づいた知能
・流動性知能：新しいことを学習する知能や新しい

環境に適応するための問題解決能力など

に標識を見る時間が長くなっ
ており、その差0.6秒は、時速
100kmで約17m、同50kmで約９
m進むことから事故が発生する
には十分な時間であるといえる。
　緑内障は、眼圧が上昇するこ
とで視神経が減少し視野が欠け
る疾患であるが（眼圧が上昇し
ない正常眼圧緑内障というのも
ある）、視野が欠けても自覚症
状がほとんどない。これは、視
野が欠けている眼を良い方の眼
が補ってしまうためであり、大
きく欠けるまで気付かない。海

　特に結晶性知能は加齢とともに向上していくた
め、高齢者は、科学的な説明を理解して判断力をさ
らに高めることができる世代と考えている。
　また、視覚への注意を高める取り組みが重要と考
えている。横断者が出てくるかもしれないとの危険
予測に関する知識を伝えることでも、事故は減らせ
る可能性がある。これまでも、損保ジャパン日本興
亜、JAFとともに視覚への注意を高める取り組みを
進めてきた。また交通安全教育により、危険性や気
づきを学ぶ場を作ることが重要と考えている。あと
1.0秒危険認知が速ければ９割の事故を回避できる
との報告もあり、0.1秒でも視認時間を速くために
様々なアプローチをすることが重要である。

　最後に「まとめ」を行うと以下の通りとなる。
１．眼の加齢変化は起こる
２．夕方や夜間での視機能低下は大きい
３．高齢者交通事故の健康起因は起こりうる
４．事故対策には多角的なアプローチが必要

損害保険ジャパン元社長
（当会議所会員元代表者）

平野 浩志氏
　損害保険ジャパン（現損害保険ジャパン日本興亜）
で社長、会長を務められた平野浩志氏が10月31日、
逝去された。75歳だった。

訃 報
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　「第１回目からこのコンテストにかかわってきま
したが、今回、大きく変わったのは、テーマにサポ
カーが加わったことです。私は、このことに非常に
大きな意義を感じました。シートベルトの着用促進
や飲酒運転の根絶は非常に重要なことであり、ドラ
イバーへの注意事項としてメッセージが送られてき
ました。サポカーは、自動車業界の皆さんがいかに
日々、安全のために努力や研究を積み重ねてきたこ
との結果であり、見えない積み重ねがこうしたコン
テストやポスターによって、外に向かって紹介され
るいい機会になったのではないかと思っています。
この機会を通じて、サポカーの存在や自動車業界の
取り組みに目を見開いた人もいたのではないでしょ
うか。そういう意味では、非常に大きな節目になっ
たのではないかと、私は感じています」
　この後、内堀さん、筒井さん、二梃木さんの３人
が受賞の喜びや作品コンセプトを述べて表彰式が終
了し、続いて交通安全をテーマとした第241回会員
研修会が開催された。
　なお、入賞作品は、同会館入館法人の会報や広報
誌などで紹介されるほか、ポスターやチラシのデザ
インとして、交通安全イベントや啓発活動などで活
用される予定になっている。

本自動車会館（入館14法人）は10月11日、東
京・港区の同会館「くるまプラザ」会議室で

交通安全ポスター原画コンテストの表彰式を行っ
た。同コンテストは社会貢献活動の一環として2007
年から実施されており、11回目を迎える今回は、従
来の「飲酒運転根絶」や「シートベルト・チャイル
ドシートの着用促進」、「高齢者の交通安全」などに
加え、新たに「サポカーで事故防止」も募集テーマ
とし、昨年の2倍以上の102作品の応募があった。
全応募作品は9月11日から会館１階のエントランス
ホールに展示され、入館法人の職員や来館者などに
よる投票結果を基に、選考委員会（委員長：永塚誠
一日本自動車工業会副会長）にて4作品が入賞作品
に選ばれ、最優秀賞にはイラストレーターの佐藤恵
治さんの作品が輝いた。
　表彰式は「交通安全」をテーマにした、当会議所
の第241回会員研修会に先立って行われ、最優秀賞
の佐藤さんは海外にいるため欠席したが、入賞され
た内堀瑠美さん、筒井みなみさん、二梃木歩未さん
の３人が出席。永塚委員長から受賞者に賞状と賞金
が贈呈されると、出席者から大きな拍手を浴びてい
た。永塚委員長による賞状・賞金贈呈の後、選考委
員会委員で東京デザイン専門学校社会活動推進室統
括の戸田吉彦氏が講評を行い、次のように述べた。

日

今回から募集テーマに「サポカーで事故防止」を新たに追加
応募102作品の中から4作品が入賞

最優秀賞はイラストレーターの佐藤恵治さん
日本自動車会館

優秀賞の二梃木さんに賞状と賞金を贈呈する永塚選考委員会委員長（右）

交通安全ポスター原画コンテスト 表彰式開催交通安全ポスター原画コンテスト 表彰式開催交通安全ポスター原画コンテスト 表彰式開催
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表彰式でコンテストの講評をする、戸田選考委員会委員（東
京デザイン専門学校社会活動推進室統括）

全応募作品を会館エントランスホールに展示
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入賞作品の前で記念撮影をする（左から）戸田選考委員会委員、
二梃木さん、筒井さん、内堀さん、永塚選考委員会委員長

受賞の喜びや作品コンセプトを述べる内堀さん（写真左）
と筒井さん（写真右）
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江東区教育委員会が後援し、当会議所の会員団体は
じめ開催の趣旨に賛同する官民合わせて48の参画団
体・企業が一体となって実施するイベントです。子
どもから高齢者まで、交通安全の大切さやルールを
楽しく学んでいただけるブースやステージプラムを
用意。また、ブースをまわってスタンプを５個以上
集めた参加者に、協力団体・企業のノベルティー・
グッズなどの景品をプレゼントする「スタンプラリ
ー」も実施します。このほか、飲酒運転根絶を訴え
るパネル展示コーナーなども設置します。

本自動車会議所は11月18日（土）、19日（日）
の両日、東京・江東区のパレットタウン内「メ

ガウェブ」で、交通安全の大切さやルールを楽しく
学べる体験型交通安全啓発イベント「交通安全。ア
クション2017 お台場」を開催します。開催時間は
18日、19日ともに11時～16時まで、入場・参加は無
料です。
　「交通安全。アクション」は昨年から年２回開催
しており、今年は春の全国交通安全運動期間中に高
齢者をはじめ幅広い年齢層が大勢訪れるターミナル
駅である「新宿」で開催。２回目となる今回は、家
族連れやカップルなどで賑わうお台場で実施し、「家
族で広げよう交通安全」をテーマに交通安全の大切
さを訴える啓発イベントです。
　昨年の交通事故死者数は3,904人で、昭和24年以
来67年ぶりの3,000人台になったものの、その内訳
をみると、歩行中・自転車乗車中の死者の割合が高
く、高齢者の死者数が全体の半数を占めるなど、交
通事故情勢は依然として厳しい概況が続いておりま
す。自動車業界としても、こうした事故防止に向け、
様々な活動に取り組んでいます。
　そうした中、「交通安全。アクション2017 お台場」
は、国土交通省、警察庁、警視庁交通部、東京都、

日

11月18日㈯、19日㈰
東京・江東区のパレットタウン内「メガウェブ」で開催

「交通安全。アクション2016」でも大人気だった白バイ搭
乗体験

「交通安全。アクション2017 お台場」「交通安全。アクション2017 お台場」「交通安全。アクション2017 お台場」

大勢の家族連れなどで賑わった「交通安全。アクション2016」の会場（2016年４月）

楽しみながら体験する交通安全啓発イベント
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信していく活動を継続する必要があるとして、引き
続き全都道府県で街頭活動を行っている。
　クルマの税金に対して率直な意見や感想をパネル
に書いてもらい、これらの声をホームページなどを
通じて広く一般に公開している「ユーザーの声収集
活動」も全国展開をしており、２つの活動の相乗効
果により、フォーラムでは一層世論を喚起していく
ことにしている。

本自動車連盟（JAF）はじめ自動車関係21
団体で構成する「自動車税制改革フォーラム」

は、10月初旬から自動車ユーザーの税負担軽減を訴
える街頭活動＝写真は10月31日、東京・JR田町駅
前＝を展開している。街頭活動は、大勢の人が集ま
る駅前をはじめ商業施設やイベント会場などでも行
われ、今年も北海道から九州・沖縄まで全都道府県
で実施。JAFを中心としたフォーラム団体のスタ
ッフらがチラシやウエットティッシュなどを配布し
ながら、ドライバーや道行く人たちにユーザーの税
負担軽減を訴えた。
　フォーラムでは、生活必需品であるクルマに過
重・複雑で不合理な税金が課せられているとして、
かねてから政府・与党などに「自動車関係諸税の簡
素化・負担軽減」を要望してきた。JAFのユーザー
アンケートでも、依然として自動車に課せられてい
る税金を負担と感じている自動車ユーザーが98％に
上ることから、今年度もユーザーと一緒になって発

97回全国自動車会議所専務理事会が10月26、
27日の両日開催された。会議には、各都府県

自動車会議所から18名が出席し、日本自動車会議所
より最近の事業活動や当面の主要課題についての説
明の後、意見交換が行われた。
　会議は、日本自動車会議所の中島哲専務理事の挨
拶より始まり、畠山太作常務理事が同会議所平成29
年度上期の主な事業内容について総括的に報告し
た。続いて、同会議所平成30年度税制改正要望書と
今後の税制委員会活動計画について説明を行った。
あわせて自動車税制改革フォーラムによる、自動車
ユーザーの生の声を集め、国会議員等への陳情に活
用していく活動・イベントなどについての状況報告
を行った。

　次に松尾智彦事務局長より、今年度上期の交通安
全活動として「交通安全。アクション2017新宿」（４
月）の実績報告と、11月に開催される「交通安全。
アクション2017お台場」の開催計画について報告が
行われた。また交通安全啓発ポスター（エコドライ
ブポスター）の展開についても、各会議所の活用状
況（６月／11月 年２回活動）を報告した。後半は、
畠山常務より、返済期限を平成31年３月末に迎える
自賠責の特別会計への繰戻し期限に関する取組み、
日本自動車会議所の事業重点の１つである「人材確
保」の取組み、「自動車保有関係手続のワンストッ
プサービス（OSS）」の状況、また今年度大幅改定
を行った日本自動車会議所のHPの展開などについ
て説明があった。
　最後に、松尾事務局長が次回及び来年度以降の本
専務理事会開催地について説明・提案し、次回専務
理事会が来年２月に神奈川県強羅で開催されること
が了承された。その後、各都府県自動車会議所との
意見交換、情報交換が行われ、会議は終了となった。

日

第
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知県自動車会議所は10月13日、14日の2日間、
名古屋市中区の金山総合駅コンコースにおい

て、今年度で12回目となる「自動車なんでも無料相
談所」を開設した。
　会場では愛知運輸支局等の行政機関や自動車関係
16団体から派遣された相談員が51件の相談を受け
た。相談内容は検査登録手続き、点検整備、運転免
許・違反関係に関するものが上位を占め、特に今年
から交付が開始された特別仕様ナンバープレートに
関する相談が多かった。来場した約1,000名の方に
アンケート調査へのご協力もいただいた。
　会場には、日本自動車会議所の協力を得て設置し
た敏捷性を測定する「クイックアーム」や、自動車

京都はこのほど、平成29年度上半期における
次世代自動車の購入補助実績をまとめた。そ

れによると、前年度上半期に比べPHV（プラグイ
ンハイブリッド自動車）の購入補助が大幅に増加し、
FCV（燃料電池自動車）も増加した。
　今年度上半期の補助実績を車種別にみると、PHV
は前年度の３台から26台へ増加し、EV（電気自動車）
は34台から26台へ、EV・PHVタクシーは０台から
２台となり、ＥＶ全体では37台から54台へと増加を
みた。
　またFCVは、乗用車が前年度の51台から59台に
増加し、バスは前年度の０台から３台に増えた。
HV（ハイブリッド自動車）は、トラックが前年度
の32台から今年度は45台に増加したが、バスと塵芥
車は前年度に引き続きゼロだった。

〔東京都自動車会議所〕

構成。１都３県の条例で平成15年10月から粒子状物
質の排出基準を満たさないディーゼル車の運行を禁
止している。しかし、九都県市を走行する車の中に
は、いまだに排出基準を満たさないものもあること
から、違反車をゼロにするための取り組みが重要と
なっている。
　九都県市のうち東京都は、10月３日に中央自動車
道の石川PAで車両検査と周知活動を実施したのを
はじめ、10月の強化月間中に各地で実施。石川PA
では、上下線の両方で駐車中のディーゼル車をチェ
ックするとともに、運転手に「エコドライブ」を勧
奨するチラシや非常用の乾パン、飲料水などを手渡
しながら排ガス削減の大切さをPRした＝写真。ま
た、PAを利用する一般のドライバーにも同様のチ
ラシやグッズを配布してエコドライブの周知を図った。
　東京都によると、強化月間中に検査したディーゼ
ル車は472台で、このうち違反車は２台だった。また、
チラシ約400部を配布した。

〔東京都自動車会議所〕

京都をはじめとする首都圏の9自治体で構成
する九都県市は「ディーゼル車対策の強化月

間」にあたる10月、条例に基づく車両検査を集中的
に実施するとともに、高速道路のパーキングエリア
（PA）やサービスエリア（SA)などで、ディーゼ
ル車規制の広報やポスター掲示といった周知活動を
実施した。
　九都県市は埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
横浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市で

東

東

愛

ディーゼル車を集中検査

「自動車なんでも無料相談所」を開設

強化月間の10月
九都県市が一斉に

51件の多様な相談を受ける

愛知県自動車会議所
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れている「エコドライブ推進大運動」事業に協賛す
べく、今回の出展目的である、「環境にやさしい自
動車（次世代自動車）の普及」、「自動車から排出さ
れるCO2の削減に寄与するエコドライブの推進」等
を図るための啓発活動を展開した。
　屋外会場では、トヨタの燃料電池自動車「ミライ」
（FCV）が展示され、来場者の人気・関心を集めた。
屋内会場では、当会議所が継続して行っている「エ
コドライブ」意識調査、「よい子のエコロジー約束
手形」発行、JAFの「よい子のECOカード」発行、
日本自動車会議所の協力を得て配置した状況判断・
敏捷性を測定する「クイックアーム」の実施、「エ
コドライブに関するリーフレット、ステッカー、テ
ィッシュ等の配布による啓発」などを行い、子ども
から大人まで幅広い年齢層に人気を集め、大盛況の
うちに啓発活動を終えた。
　今後も当会議所は、「豊かで・安全で・環境に優
しい「くるま社会」の実現を」キャッチコピーとし
て、諸々の啓発活動をより一層展開していくことに
している。

事故対策機構からは運転適性診断に使用する「動体
視力計」の体験コーナーなどが出展され、来場者の
顔写真を撮影して作成する「反射シール付き顔写真
入り缶バッジ」のプレゼントは小さな子どもたちに
大変好評だった。
　その他にも、リニューアルした電動で回転する円
筒形の展示パネル「世界のナンバープレート」の設
置や、特別仕様ナンバープレートの見本の展示など
で盛況となった。
　さらに、中部運輸局が推進する観光プロジェクト
「昇龍道」ブースを設置し広報活動に協力した。愛
知県からも交通安全啓発用リーフレット等の配布が
行われた。

山県自動車会議所は10月21日、22日の両日、
富山市の富山産業展示館（テクノホール）で

開催された「とやま環境フェア2017」に参画し、富
山県自動車関係団体等を会員として構成されている
「富山県低公害車導入促進協議会」と連名で屋内外
展示場にブースを設け、「豊かで・安全で・環境に
優しい『くるま社会』の実現を」をキャッチフレ
ーズに総合的な啓発活動を行った。21日は4,500人、
22日は4,800人の来場客があり、大型台風21号の影
響もどこ吹く風、屋内・屋外会場共に多くの家族連
れなどで賑わった。
　「とやま環境フェア2017」は、「水と緑に恵まれ
た富山県の豊かな環境を守り、よりよい環境を創造
するとともに、環境と経済が調和した低炭素社会を
実現するため、食品ロス・食品廃棄物の削減をはじ
めとした資源の効率的な利用促進を図る取組み事例
を含めた、エコライフの実践事例を楽しみながら見
聞・体験し、エコライフの実践拡大」を目的として
開催されており、当会議所は富山県において展開さ

富

　平成29年秋の叙勲ならびに褒章で、日本自
動車会議所の会員団体・企業関係から多くの
方々が受章され、晴れの栄誉に輝かれた。
　叙勲では、当会議所副会長で元全国ハイヤ
ー・タクシー連合会会長の富田昌孝氏、元ト
ヨタ紡織社長の豊田周平氏が旭日重光章を受
章された。また、元当会議所評議員で元小糸
製作所会長最高経営責任者（CEO）の大嶽
隆司氏が旭日中綬章を受章された。
　褒章では、元当会議所副会長でトヨタ自動
車社長の豊田章男氏が藍綬褒章を受章された。

「秋の叙勲・褒章」

当会議所関係者多数が受章
富田 昌孝氏　当会議所副会長
　　　　　　 元全国ハイヤー・タクシー
　　　　　　　　　　　　　　　連合会会長
豊田 周平氏　元トヨタ紡織社長

２氏が旭日重光章に輝く

「とやま環境フェア2017」へ参加出展
「豊かで・安全で・環境に優しい

『くるま社会』の実現を」を
キャッチフレーズに啓発活動

富山県自動車会議所



─ 14 ─

平成29年11月10日(第898号) 自動車会議所ニュース



─ 15 ─

平成29年11月10日(第898号) 自動車会議所ニュース



─ 16 ─

平成29年11月10日(第898号) 自動車会議所ニュース

ドでのモーターショー来場であった。当方、月並
みながら「おもしろかった？」と聞くと、コクリ
とうなずいて首から提げた小さな樹脂ケースに入
った絵入りのナンバープレートを見せてくれた。
全国自動車標板協議会の子ども向けのサービス
で、絵柄を選んで作ってくれたのだそうだ。
　少し疲れたと言っていたが、後で父親に聞いた
ところ、結局閉館時間の20時までいたとのこと。
よほど楽しかったのだろう。メーカーによっては
人気コンセプトカーの周囲の最前列に仕切りを設
け、子どもと保護者のみ入れるスペースを作って
いた。黒山の人だかりで、カメラやスマホを構え
ている人の壁。子どもや小柄な女性には酷な環境
でのチョットした朗報である。
　10歳の少女が運転できる年齢になるまで約８
年。2025年頃には、各社が提案するコンセプトカ
ーがどのような形で、リアルワールドに反映され
ているのだろうか。一段と高度化されていく運転
支援機能――。彼女たちは自動運転車を普通に使
い、手動運転を危険な行為と思う世代の始まりか
もしれない。

　東京モーターショー会場
で知人と偶然出会った。報
道関係者であるが、この時
は10歳、小学校４年生の娘
さんを連れてお父さんモー

　その頃、日常でのクルマは、どのような使われ
方をされているのだろう。自動車交通における安
全や環境の問題は過去のものとなっているのだろ
うか。彼女たちの世代は車を使うことに喜びを感
じない、単なる移動の手段としか思わない世代に
なってはいないだろうか。
　東京モーターショーでは未来を見せるコンセプ
トカーと共に、現在の最新のクルマも展示をして
いた。最新のクルマは、ユーザーと出会うと、約
10年間は活躍する。これらのクルマは2020年代の
後半まで活躍するに違いない。
　モーターショーには多くの親子連れがやって来
ていた。その子どもたちにこんな呼び掛けをして
みたい。
　「未来の君たちに乗ってほしいと思うクルマが
たくさん展示してあったけれど、気に入ったクル
マはあったかな。日本や世界の自動車会社は、大
人になった君たちが是非乗って、使ってみたいと
思うような、コンセプトカーよりももっとすばら
しい実際のクルマを作ろうと、今、すごく頑張っ
ています。将来、自動車を選ぼうという機会が来
たとき、小学生の時に見たモーターショーで展示
してあった未来のクルマはこんなクルマのことだ
ったのかと、チョット思い出してくれればうれし
いです」

㈱交文社　代表取締役社長／自動車ジャーナリスト　小林　英世
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